
一
杉
山
和
一
と
三
部
言

杉
山
和
一
は
、
一
六
一
○
年
に
生
れ
た
が
、
幼
い
頃
に
失
明
す

る
。
後
に
鍼
を
志
し
江
戸
に
上
り
、
山
瀬
啄
一
（
京
都
の
入
江
良
明
の

弟
子
Ｉ
良
明
は
入
江
流
開
祖
入
江
頼
明
の
子
）
に
師
事
し
た
が
愚
鈍
に
し

て
破
門
さ
れ
、
江
ノ
島
に
て
断
食
祈
願
を
行
い
、
鍼
術
の
妙
を
得
た

（
こ
の
時
鍼
管
を
授
か
っ
た
）
と
い
う
。
そ
の
後
、
京
に
行
き
良
明
の

子
豊
明
に
師
事
す
る
（
良
明
は
他
界
し
て
い
た
）
。
江
戸
に
戻
り
開
業
す

る
や
門
前
市
を
な
す
。
一
六
七
一
年
に
検
校
と
な
る
。
一
六
八
二
年

に
私
塾
を
改
め
鍼
治
学
問
所
と
し
た
。
一
六
八
五
年
綱
吉
公
の
病
を

治
し
白
銀
五
十
枚
を
受
け
、
そ
の
後
月
俸
を
賜
わ
る
よ
う
に
な
る
。

一
六
九
二
年
関
東
総
検
校
と
な
る
。
一
六
九
四
年
残
。
著
書
に
い
わ

ゆ
る
杉
山
三
部
害
ｌ
『
療
治
之
大
概
集
』
「
選
鍼
三
要
集
」
『
医
学
節
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に
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岡
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史
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要
集
』
が
あ
る
。

二
三
部
害
の
出
版
と
写
本

最
初
の
出
版
（
活
字
）
は
、
明
治
十
三
年
、
前
検
校
の
明
石
野
亮

ら
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
り
（
原
本
の
存
在
確
認
済
）
、
刊
行
ま
で
は

写
本
で
伝
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
明
治
二
○
年
に
再
版
が
出
る

（
影
印
出
版
本
有
り
）
。
こ
の
再
版
本
は
、
そ
の
後
、
売
捌
人
の
追
加
・

変
更
と
、
数
ヶ
所
の
活
字
組
替
に
よ
り
再
度
出
版
さ
れ
る
（
原
本
入

手
）
。
つ
ま
り
、
明
治
活
字
本
は
最
低
三
回
出
版
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
活
字
版
が
原
形
を
残
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
調

べ
る
為
に
、
京
大
富
士
川
文
庫
か
ら
写
本
（
マ
イ
ク
ロ
）
を
収
集
し
、

明
治
二
○
年
再
版
の
影
印
本
を
基
と
し
て
（
他
は
全
本
揃
わ
ず
）
比
較

し
た
。
結
果
、
項
目
・
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
、
巻
分
け
は
元
よ
り

「
大
概
集
』
「
節
要
集
』
が
漢
字
仮
名
混
り
文
、
『
三
要
集
』
が
漢
文

体
（
一
写
本
は
別
）
で
序
・
践
有
り
、
と
い
う
構
成
は
変
わ
ら
な
か
っ

た
（
活
字
本
も
含
め
て
校
勘
作
業
を
進
め
て
い
る
）
。

三
三
部
害
内
の
特
徴
と
引
用
文
献

三
部
害
の
特
徴
、
及
び
明
記
し
て
い
る
引
用
文
献
及
び
文
を
抽
出

し
た
結
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
『
大
概
集
』
は
、
治
療
の
入
門
書
的
意
味
合
い
が
強
く
、
全
て
記
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憶
す
れ
ば
そ
の
ま
ま
治
療
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
数
ヵ
所
に
短
歌

調
の
語
呂
合
せ
を
用
い
て
お
り
、
記
憶
の
便
を
計
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
引
用
害
は
『
内
経
』
『
外
台
秘
要
』
（
各
一
回
）
の
み
で
あ
る
。

但
し
、
『
外
台
秘
要
』
か
ら
の
引
用
は
『
古
今
医
統
大
全
』
か
ら
の

孫
引
き
で
あ
る
。

②
『
三
要
集
』
は
、
ま
ず
四
つ
の
論
考
を
述
べ
、
次
い
で
『
類
経
図

翼
』
か
ら
の
引
用
に
よ
っ
て
要
穴
（
簡
略
化
）
等
を
述
べ
て
い
る
。

『
節
要
集
』
は
論
考
の
み
で
あ
る
。
こ
の
二
害
の
論
考
で
は
、
『
内

経
』
や
『
難
経
』
か
ら
の
引
用
が
多
く
、
こ
れ
ら
の
鍼
灸
の
原
典
文

献
を
除
け
ば
、
殆
ど
が
明
代
後
期
の
も
の
で
あ
る
。
李
朱
医
学
に
属

す
る
も
の
は
『
格
致
余
論
』
『
医
経
湘
泗
集
』
で
、
前
者
は
三
焦
の

理
論
展
開
、
後
者
は
脈
状
の
説
明
に
用
い
て
い
る
。

こ
こ
で
の
問
題
は
、
『
大
概
集
』
が
何
の
影
響
を
受
け
た
の
か
で

あ
る
。
そ
こ
で
入
江
流
成
立
の
頃
の
文
献
（
入
江
頼
明
は
豐
臣
太
閤
医

官
園
田
道
保
と
、
朝
鮮
の
役
の
際
に
明
人
呉
林
達
か
ら
医
術
を
伝
授
さ
れ
た

と
い
う
）
を
中
心
に
調
べ
て
い
る
内
に
、
同
一
文
が
扁
鵲
新
流
（
安

土
桃
山
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
成
立
し
た
模
様
）
の
書
中
に
数
ヶ
所
見

い
だ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
流
派
の
詳
細
は
分
か
っ
て
い
な
い

が
、
杉
山
流
と
の
間
に
介
在
し
て
い
る
の
は
入
江
流
で
あ
ろ
う
。
な

ら
ば
、
『
大
概
集
』
は
入
江
流
を
そ
の
ま
ま
襲
っ
た
可
能
性
が
強
い
。

四
三
部
書
の
成
立
に
つ
い
て

三
部
書
は
一
般
に
一
六
八
○
年
頃
の
成
立
と
さ
れ
て
い
る
が
、
果

た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。

『
大
概
集
』
は
そ
の
容
易
な
内
容
、
和
一
が
学
ん
だ
入
江
流
を
襲

っ
た
可
能
性
か
ら
い
っ
て
私
塾
時
代
か
ら
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
三

要
集
』
は
①
漢
文
体
、
②
序
・
践
有
り
と
い
う
点
は
他
の
二
書
と
全

く
異
な
り
、
何
ら
か
の
意
図
が
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
腹
文
中
の

「
此
言
教
不
学
者
、
且
為
使
盲
人
諸
也
。
」
と
い
う
記
載
は
、
教
育
言

と
し
て
意
識
さ
れ
る
為
の
記
述
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
以
上
か
ら
考

え
る
に
『
三
要
集
』
は
一
六
八
二
年
に
私
塾
か
ら
鍼
治
学
問
所
に
移

行
す
る
前
後
、
幕
府
の
目
を
意
識
し
て
作
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
で
は
、
『
節
要
集
』
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
三
書
は
、

後
に
三
部
書
と
呼
び
称
さ
れ
る
点
か
ら
言
っ
て
も
、
同
じ
系
統
に
属

す
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
八
杉
山
真
人
伝
Ｖ
の
中
に
「
著
す
所

の
大
概
集
、
三
要
集
あ
り
、
其
の
手
に
成
る
と
雌
も
復
上
り
て
校
正

を
賜
う
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
も
し
、
こ
の
二
言
以
前
に
『
節
要

集
』
が
成
立
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
同
様
に
記
載
さ
れ
て
い
て
も
お

か
し
く
は
な
い
。
よ
っ
て
前
述
の
二
害
以
後
の
成
立
と
考
え
ら
れ

／一一、
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以
上
の
点
よ
り
成
立
は
①
療
治
之
大
概
集
②
選
鍼
三
要
集
③
医
学

節
要
集
の
順
で
、
時
期
的
に
も
幅
が
あ
る
も
の
と
考
察
す
る
。

（
筑
波
大
学
理
療
科
教
員
養
成
施
設
）

る
○

は
じ
め
に

八
杉
山
三
部
書
Ｖ
は
、
江
戸
時
代
に
杉
山
和
一
が
鍼
灸
教
育
を
目

的
と
し
て
書
か
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
我
々
は
鍼
灸
の

教
科
書
と
し
て
の
、
そ
し
て
現
代
鍼
術
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た

八
三
部
害
Ｖ
の
経
穴
お
よ
び
補
潟
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

（
１
）
経
穴
に
つ
い
て

全
体
と
し
て
『
療
治
之
大
概
集
』
の
経
穴
部
位
は
、
そ
の
多
く
が

中
国
文
献
の
一
部
分
を
活
用
し
た
記
載
で
あ
る
。
例
え
ば
『
十
四
経

発
揮
』
と
比
較
す
る
と
、
青
霊
「
在
肘
上
三
寸
挙
啓
之
取
」
が
「
肘

上
三
寸
」
、
地
機
「
在
膝
下
五
寸
」
が
「
膝
ノ
下
五
寸
」
な
ど
で
あ

る
。
ま
た
『
療
治
之
大
概
集
』
独
特
の
表
現
も
多
く
、
大
椎
「
肩
卜

等
シ
キ
節
ノ
下
」
、
雲
門
「
乳
ノ
上
五
寸
脇
エ
ニ
寸
」
、
欠
盆
「
喉
ノ

聖
「
杉
山
三
部
害
」
の
研
究
（
そ
の
２
）

ｌ
経
穴
と
補
潟
Ｉ

○
中
島
史
・
北
村
智
・
長
岡
靖
彦
・
長
尾
栄
一
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